
ＰＴＡ地区対抗親善ミニバレーボール大会 実施要項

１ チーム編成

（1）各地区１チーム（６名）で編成する。
（責任者１名、交代選手は何名でも可）

（ ネット側 ）

２ コート

（1）バドミントンコート（ダブルス）を採用する。
（2）ネットの高さは、２ｍとする。

３ ルール

（1）ゲームは試合時間８分とし、コートチェンジは行わない。
（2）得点はラリーポイント制とし、試合終了時点で多く点数をとったチームを勝ちとする。
（3）サーブになったチームは、時計回りにローテーションを行う。
（4）サーブは１本（全員アンダーサーブ）とし、右後衛に来た者が行う。
（5）ボールは、必ず自分のコートで違う３人が３回触ってから相手コートに返す。
（6）男性のジャンプしてのアタック行為は禁止する。（ジャンプしないものはよい。）
（7）その他のルールは、６人制バレーボールのルールに準ずる。

・サーブのネットインは不可。（相手チームの得点となる。）

・ホールディング・ドリブル等は、故意でない限り厳密にはとらない。

・タッチネット・オーバーネットについては、６人制ルールどおりとする。

・審判の判定は絶対とし、審判の判定には必ず従う。

・試合終了の笛が鳴ったときに行っているプレーは、終了まで続行し、その点数も含める。

４ 試合方法

（1）予選は、４つのパート内での対戦とする。（１チーム２試合）
（2）２次リーグは、予選パートごとの１位から４位チームまでの順位別グループに分け、それぞれト

ーナメント方式で試合を行う。

（3）勝敗の条件は、第一に勝ち点。（勝ちを３点、負けを０点、引き分けを１点）として計算し、勝
ち点が大きい方の勝ちとする。（＜例＞１勝１敗の場合～３＋１＝４点）

勝ち点が同じ場合には、得失点差で決定する。（２試合分の総得点－２試合分の総失点の数で決

める。並んだ場合は総得点差とする。）

５ 審判

（1）試合を行わないチームが審判を行う。（内訳：主審１、副審１、線審２、得点板２）
（2）主審は試合終了後、結果を本部に報告する。
（3）試合の計時については、本部で一括して行う。

６ 当日の日程

（1）開会式 １９：００～１９：１５

（2）競 技 １９：２０～

（3）閉会式 競技終了後 ～２１：００
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